
R3年度 92.6% R6年度

R3年度

89.7

(97) 就学前教育の充実
R1年度 ↗ R3年度 R3年度 101.6% R6年度

令和6年度までに奈良県版就学前教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｢は
ばたくなら｣活用率を80%にします｡ 32.5

+ 19.8
52.3 51.5 ① 100%以上

80
ﾎﾟｲﾝﾄ (41.7%)

② （90～100%）
100

件 (45.2%)

令和5年度までに高等学校再編を完了し､魅力と活
力ある学校づくりを推進します｡

(95) 県立高校教育の充実

R3年度 56.0% R6年度
令和6年度までにｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加する生徒の割合
を25.0%にします｡ 15.8

▲ 3.0
12.8 22.9 ③ 90%未満

25.0
ﾎﾟｲﾝﾄ (基準値未満)

(96) 実学教育の充実､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの推進
H23年度 ↘

｢県立高等学校適正化実施計画｣に沿って､令和3年度は､
宇陀高校及び奈良南高校専攻科開校に向けての準備､
また､登美ケ丘高校及び平城高校の閉校に伴う業務を実
施しました｡

(94) 県と大学との連携､県立大学･県立医大と他大学との連携強化
H27年度 ↗ R3年度

(92)

(93) 県立医大教育の充実 県立医大教育将来像の深化

基準値
ﾃｰﾏ

戦略目標(KPI)

令和8年度までに奈良県立大学における就職希望
者の就職率を国公立大学の平均値以上にします｡

県立大学の教育の充実

令和6年度までに大学との連携事業数(県全体)を
100件にします｡ 69

+14
83

項目

令和6年度まで各年度の評価委員会による項目別
評価について､全項目5段階中Ⅳ以上を目指します｡

H27年度 ↘ R3年度

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

令和3年度の公立高等学校卒業者の県内就職率は暫定
値で65.6%でした｡令和元年度から一旦上昇傾向になりま
したが､70%手前の水準で止まっています｡

背景･要因等

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症による影響により､高校生が県内企
業等について直接見聞きする機会が減少し､企業につい
て知ることが難しい状況にあります｡このようなことから､
令和3年度から高校生合同企業説明会を実施していま
す｡

関連する戦略目標(KPI)の進捗状況

目標値
実績値(a)

進捗状況

R3年度

Ⅵ 智恵の「都」をつくる

文化･教育･くらし創造部､こども･女性局､
医療政策局､教育委員会

担当部局等坊

政策目標(KGI)達成に向けた進捗状況

実績値(a)基準値

↘ R3年度

19

(達成率)

R6年度

教育の振興

政策目標(KGI)

令和6年度までに高等学校卒業者の県内就職率
を70.0%以上にします｡

目標値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

95.0%

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

69.1 ② （90～100%）
70.0

H23年度

65.6
(基準値未満)

▲ 0.4

ﾎﾟｲﾝﾄ
66.0

R8年度

97.7
▲ 1.9

95.8
ﾎﾟｲﾝﾄ

R1年度 → R2年度

全項目5段
階中Ⅳ以上

R6年度

4
+ 0

4

国公立大学の
平均値以上

66.0
(37位)

65.8
(39位)

68.5
(38位)

68.0
(38位)

63.8
(41位)

59.5
(42位)

61.0
(42位)

59.2
(43位)

64.9
(42位)

66.5
(42位)

65.6

70.0

81.4

82.0

82.1

81.6

81.3

81.2

81.1

80.6

80.8

81.9

50

60

70

80

90

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6
（目標）

高等学校卒業者の県内就職率

(年度)

(%)

学校基本調査(文部科学省)

｜ 99 ｜



基準値
ﾃｰﾏ

戦略目標(KPI) 目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)
目標値

実績値(a)
進捗状況

ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾎﾟｲﾝﾄ

↗
82.1

↗
74.6

全国
平均
以上

令和6年度までに学習意欲の項目に肯定的に回答
した児童(小学生)生徒(中学生)の割合を全国平均以
上にします｡

+ 4.3

R6年度

+ 6.6

(100) 第2期奈良県教育振興大綱の推進 H25年度

小
学
校

77.8

中
学
校

68.0

(99)
R7年度

令和7年度までに教員のICT活用指導力(教材研究･
指導の準備･評価･校務などにICTを活用する能力)
を90.0%にします｡

72.4
+ 15.3

87.7 83.7 ① 100%以上
90.0

ﾎﾟｲﾝﾄ (86.9%)
R3年度

(98) 私学の振興
H28年度 ↗ R3年度 R3年度 110.5% R6年度

令和6年度まで補助を活用した私学の優れた取組事
例件数について､1校当たり7.5件以上を目指します｡ 5.6

+ 1.9
7.5 6.8 ① 100%以上

7.5
件 (100.0%)

教育ICTの推進
H23年度 ↗ R2年度 R2年度 104.8%

｜ 100 ｜



(注)ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ…物事を総合的に思考するために必要な人文科学･社会科学･自然科学の基礎知識

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

企業等の採用動
向の変化に対応
した就職支援が
必要です｡

採用面接等のｵﾝﾗｲﾝ化に対応した面接指導や個
別相談､学内での業界研究会の開催､｢ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲ
ﾝ｣の講義や卒業生とも連携した｢就職対策講座｣を
実施するなど､教員とｷｬﾘｱ･ｻﾎﾟｰﾄ室が連携し､新
たな環境に応じた就職支援を行います｡

第2期中期目標に定めた｢地域の経済･社会･行政
等の分野で活躍する地域ﾘｰﾀﾞｰをつくる｣ことを長
期的な目標とし､新学部の設置や新設された附属
高校との高度な高大接続など教育の充実に取り
組みます｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響を受け
て､社会や経済の構造的変化が生じ
ています｡また､学生自身の就職観に
も影響を及ぼしています｡

今年度の取組(～7月)

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや就職対策講座などを通
じて､学生が希望する就職が実現す
るよう就職支援を継続しています｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

+ 4
32

ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ科目数
(注)[累計](科目)

36 41
科目 科目科目

37

R1年度↗H30年度
｢奈良と仏像｣､｢文化財活用演
習｣､｢情報技術と現代社会｣､｢
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論｣の4科目を新
設しました｡

KPI関連指標

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ科目の履
修者数(人)

+ 4

背景･要因等

初年次からのｷｬﾘｱ教育の充実や､就活生に対するきめ細
かなｻﾎﾟｰﾄに取り組んでいます｡令和2年度は､ｺﾛﾅ禍にお
いて多くの業種で採用規模が縮小し､全国的に就職率が
落ち込みました｡令和3年度は､ｺﾛﾅ禍における社会情勢が
一定の落ち着きをみせ､採用規模も復調傾向となったこと
から､微増となりました｡

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

延べ31名の学生が､大学経由でｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加
しました｡(実習受入先:14団体)

就職対策講座に延べ807名の学生が参加しまし
た｡(前期:8回､後期15回)

取
組
②

取
組
①

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により休止していたｲ
ﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟについて､ｺﾛﾅ禍に対応した実施方法に
見直しを図り､令和3年度より再開しました｡

ｺﾛﾅ禍により､就職活動のｵﾝﾗｲﾝ化が進むなど､就
職活動の形態が大きく変わりました｡県立大学にお
いても､対面･遠隔(ｵﾝﾗｲﾝ)を併用した就職対策講
座を開講し､情報提供や個別相談等の就職支援を
実施しました｡

成
果
①

指標の動きの要因指標の動き
令和3年度からｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅡを
2年生以上に科目配当したため､
履修者数が減少しました｡(従前
はⅠⅡともに1年生以上に科目
配当)人

+ 1

H30年度

R3年度↗R2年度↗
人

176

↗ R3年度↘R2年度↘

+ 16

(達成率)
基準値

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

H27年度

97.7

R8年度R3年度

95.8

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

令和3年度の奈良県立大学卒業者の就職率は前年度比
0.6ﾎﾟｲﾝﾄ増の95.8%となり､国公立大学の平均と同値となり
ました｡

ﾎﾟｲﾝﾄ

戦略目標(KPI)

令和8年度までに奈良県立大学における就職希望
者の就職率を国公立大学の平均値以上にします｡ ↘

▲ 1.9 国公立大学の
平均値以上

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

教育振興課長

坊 19 教育の振興

(92) 県立大学の教育の充実

人

R1年度

114
▲ 69

183192
▲ 9

97.3

97.6 98.0 97.6 98.0

96.0 95.8

97.7

97.3

94.5

96.6
97.1

95.2
95.8

92

94

96

98

100

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R8
（目標）

奈良県立大学における

就職希望者の就職率

国公立大学

奈良県立大学
大学等卒業者及び高校卒業者の

就職状況調査(文部科学省)

(年度)

(%)

目標

国公立大学の

平均値以上

｜ 101 ｜



進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

1,871

R3↗↗R1H25-H29PubMed(注)対象の英
文学術論文数[累
計](件)

研究支援体制を強化するため､
研究の入口段階から出口段階
までを包括支援する先端学術
研究支援機構を新設しました｡651

+ 732 + 838

(注)PubMed…ｱﾒﾘｶ国立医学図書館内の国立生物科学情報ｾﾝﾀｰ(NCBI)が運営する医学･生物学分野の学術論文検索ｻｰﾋﾞｽ

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

中期目標･中期
計画の実現に向
け､適切な進捗
管理を行うこと
が必要です｡

｢地域貢献(研究)｣及び｢研究｣は5段
階中Ⅴの評価でしたが､｢地域貢献
(教育)｣､｢教育｣及び｢診療｣は5段階
中Ⅲの評価となりました｡

｢医大の将来像実現推進会議｣を定期的に開催
し､県立医科大学のPDCAﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｸﾙを推進し
ます｡

県立医大の第3期中期目標達成に向けた取組と
大学･病院の運営に要する経費に対し､運営費交
付金及び中期目標達成促進補助金等を交付しま
す｡

今年度の取組(～7月)
7月に｢第1回医大の将来像実現推進
会議｣を開催し､進捗状況の共有や課
題の検討･協議を行いました｡

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

坊 19 教育の振興

(93) 県立医大教育の充実 県立医大教育将来像の深化
医療政策局次長

戦略目標(KPI)

R6年度R2年度

4

→
+ 0

項目
全項目5段
階中Ⅳ以上

R1年度

4

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b) (達成率)

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

指標の動きの要因

実績値(a)
目標値

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

特定行為研修の(急性期ｺｰｽ)4名､(在宅ｺｰｽ)1名､
専門看護師2名の志望者を発掘しました｡

高度医療､急性期医療､慢性疾患における医師･
患者関係を理解するための教育を実施することが
でき､｢心の教育｣を軸とした｢良き医療人｣の育成
につながりました｡

取
組
②

令和6年度まで各年度の評価委員会による項目
別評価について､全項目5段階中Ⅳ以上を目指し
ます｡

看護師の質の向上のため､特定行為研修や専門
看護師の資格取得者の増加を目指し意向調査や
情報提供を行いました｡

令和元年度に設置した｢医師･患者関係学講座｣を
新たに6年次の臨床実習､1年次の医看合同科目｢
次世代医療人育成論｣に導入し､実施しました｡

KPI関連指標 指標の動き

R1年度 → R2年度 → R3年度

+ 0
1

+ 0
1

令和2年度の業務実績に関する評価委員会による項目別
評価は7項目中4項目が5段階中Ⅳ以上の評価でした｡

背景･要因等

県と県立医大で｢医大の将来像実現推進会議｣を年3回開
催し､進捗状況の共有や課題の検討･協議を行うことで､
中期目標･中期計画の実現に向けた県立医大の取組を
推進し､全体として順調に進んでいると評価されました｡一
方で新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響で､特に実習等の対面
での取り組みが実施できないなどの影響があったため､3
項目について5段階中Ⅲの評価でした｡

看護師への意識調査や情報提
供を行い志望者を発掘しまし
た｡なお現在､2名が専門看護師
教育課程を受講中です｡

2,221

(注)評価委員会による項目別評価…地域貢献(教育)(研究)(診療)､教育､研究､診療､法人運営の7項目を5段階評価
     (第2期中期目標期間(H25～H30)は8項目)

件件
1,383

人

取
組
①

専門看護師数[累
計](人)

R2

人
1

成
果
①

7

6

8

7

8 8

4 4

7 7 7 7

0

1

2

3

4

5

6

7

0

1

2

3

4

5

6

7

8

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
(目標)

評価委員会による項目別評価(注)が
5段階中Ⅳ以上の項目数

公立大学法人奈良県立医科大学の業務の実績に関する評価結果

(年度)

(項目) (項目)

８項目中

（第２期中期目標期間）

７項目中

（第３期中期目標期間）

｜ 102 ｜



KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

平成29年度以
降､毎年80件前
後で推移してい
る連携数の増加
を図る必要があ
ります｡

平成29年度以降､新たな包括協定の
締結が行われていないことによる事
業展開の難しさや､大学の高度な知
見を活用した連携事業の具体例の周
知不足が考えられます｡

奈良先端科学技術大学院大学との包括協定に基
づき､新たな事業連携を展開します｡

奈良県大学連合学長会への県内外大学との連携
事業の紹介などを通じて､さらなる連携事業の進
展を図ります｡

今年度の取組(～7月)

令和4年6月に奈良先端科学技術大
学院大学との包括協定を締結しまし
た｡

背景･要因等

平成20年に早稲田大学､平成28年に近畿大学と包括連携
協定を締結し､他大学との連携協定締結や連携事業の新
規開拓を行いながら､連携事業数を維持しています｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

KPI達成に向けた取組･成果
令和3年度は｢森林のまち"吉野"における吉野材
を活かした教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発｣や｢うだ･ｱﾆﾏﾙﾊﾟｰ
ｸ誘客促進事業｣など6事業を実施しました｡令和3
年度までの間に早稲田大学･近畿大学とは67件の
連携事業を実施しました｡

取
組

件

→

大学の高度な知見を活用し､県政課題への対応策
を検討するため､早稲田大学や近畿大学との包括
協定に基づく連携事業を広く県部局から募集しま
した｡

成
果

KPI関連指標

↗
+ 3

教育分野の連携事業
数(件)

R1年度
+ 0

大学との連携事業数は､平成29年度に大幅に増加しまし
た｡以降は毎年80件前後を維持し､進捗率は92.6%となって
います｡

件

指標の動きの要因

↗
16

指標の動き

件

H30年度

13 13

大学との事業に関する協定を新
たに締結するなど､積極的に連
携を進めています｡

R3年度

24
+ 8
件

R2年度

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

H27年度

69

R6年度R3年度

(45.2%)

92.6%R3年度

83

(達成率)

89.7 ② （90～100%）
100

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

戦略目標(KPI)

令和6年度までに大学との連携事業数(県全体)を
100件にします｡ ↗

+ 14

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

教育振興課長

坊 19 教育の振興

(94)
県と大学との連携､県立大学･県立医大と他大学との
連携強化

69
63

84

83
79 79

83

100

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6
（目標）

大学との連携事業数(県全体)

教育振興課調べ

(年度)

(件)

｜ 103 ｜



ﾎﾟｲﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ

H29年度

16.3 16.4

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症の影響で
この2年間､ｲﾝﾀｰ
ﾝｼｯﾌﾟの実施は
難しいとの印象
が強くなっている
ことが懸念され
ます｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により､
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの実施を中止したり､実施
方法を変更したりする企業が多くなっ
ています｡

今年度の取組(～7月)

県内の3校を指定校として､ｱｶﾃﾞﾐｯｸｲ
ﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや授業として取り組むｲﾝﾀｰ
ﾝｼｯﾌﾟ等､多様な方法を企画しました｡

ｷｬﾘｱﾌﾛﾝﾃｨｱ事業により､ｱｶﾃﾞﾐｯｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや授
業として取り組むｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施し､実践事例と
して各校と情報共有していきます｡

引き続き､県内企業や連携企業等におけるｲﾝﾀｰﾝ
ｼｯﾌﾟや､奈良県版ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑによるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを
推進します｡また､ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの運用等によ
りｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ先の開拓等を行い､その情報を各高
校に提供することで､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施率の向上を
図ります｡

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

教育委員会

高校の特色づくり推進課長

坊 19 教育の振興

(96) 実学教育の充実､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの推進

目標値

KPI達成に向けた取組･成果

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により実施が難しい
状況の中でも取組を継続し､学校･受入企業等の
双方で対策をしながら可能な範囲で実施したとこ
ろ､令和3年度は668名の生徒がｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加
しました｡

指標の動きの要因

令和6年度までにｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加する生徒の割
合を25.0%にします｡

戦略目標(KPI)

↘H23年度 R6年度R3年度

ﾎﾟｲﾝﾄ

指標の動き

15.8

基準値

▲ 3.5

R1年度

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)

↘
16.3

ﾎﾟｲﾝﾄ

企業との連携､ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
の運用等で一定水準は維持して
いる状況です｡

R3年度

12.8

(達成率)

22.9 ③ 90%未満
25.0

成
果

KPI関連指標

↘

▲ 3.0

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

(基準値未満)

56.0%R3年度

12.8

取
組

↗
+ 0.1 ▲ 0.1

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加す
る生徒の割合(%)

H30年度

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

令和3年度は暫定値として12.8%という結果となっています｡
なお､全国の数値は調査項目の変更により記録がありま
せん｡

県立高等学校での実学教育の一環としての県内
企業や連携企業等におけるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや､奈良県
版ﾃﾞｭｱﾙｼｽﾃﾑ(連携企業等と協働し学校での学習
と企業での実習を組み合わせて行う教育ｼｽﾃﾑ)の
実施､ｷｬﾘｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの運用によるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを
推進しています｡

背景･要因等

令和元年度までは､就職希望者に対して､各校においてｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加するように進路指導を行っていたため､概
ね数値は横ばいでした｡
令和3年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により､学校･受
入企業等ともに実施を見合わせた状況にあることから､数
値は減少しています｡

29.0

29.9
30.4

35.0

32.2

34.4
34.9 34.8

39.9

15.8

16.9

14.0 12.9

16.3

14.9

16.3 16.4

16.3
12.8

25.0

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R3 R6
（目標）

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加する生徒の割合

職場体験･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施状況等調査

(国立教育政策研究所)

(年度)

(%)

令和2年度は

調査中止

｜ 104 ｜



KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

戦略目標達成に
向け､｢はばたく
なら｣の活用実績
がない園への周
知を図るなど､更
なる活用の促進
が必要です｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響等によ
り､｢はぐくみ講座｣受講者数が減少し
たことが一因と考えられます｡

今年度の取組(～7月)

就学前教育ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの支援訪問を
実施しました｡

就学前教育ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの利用実績がない園への
周知を強化し､支援訪問の機会を増やします｡

｢はばたきの詩｣第6号及び総集編(第1号から第6
号に収録されている全12話)を発行し､更なる普及
活動と実践を推進します｡また､引き続き｢はばたく
なら｣実践事例集を作成･配布するとともに､｢はぐく
み講座｣の充実を図ります｡

｢はばたくなら｣の更なる活用に向け､実践事例集を
作成し､現場での活用を促進しています｡

普及啓発誌｢はばたきの詩｣を通じて､｢はばたくな
ら｣の普及啓発活動･実践を推進しています｡

成
果
①

KPI関連指標

+ 829

背景･要因等

各種の研修等における周知､就学前教育ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等によ
る支援訪問､｢はばたくなら｣の実践事例集や｢はばたくな
ら｣の実践事例を漫画で分かり易く解説した普及啓発誌｢
はばたきの詩｣の作成など､現場での実践や普及が進むよ
うに取り組んでいます｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

音感受への意識を育
む講演等実施回数[累
計](回) 2 3

回回
2

+ 0

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

令和元年度､2年度に引き続き､実践事例集Vol.3を
作成し､保育所､幼稚園､市町村等へ約500部配布
しました｡

｢はばたきの詩｣第3号～第5号を発行し､保育所､
幼稚園､市町村等へ約5,800部配布しました｡

取
組
②

取
組
①

指標の動きの要因

2,069

指標の動き

令和2年度は､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感
染症の影響で中止となりました
が､令和3年度は感染対策のう
え､講演等を実施しました｡

1,240

｢はばたくなら｣のについての周
知が浸透し､｢はぐくみ講座｣の認
知度が高まり､受講者数が増加
しました｡

2,407
+ 338

人人

R3年度↗

R3年度↗

｢はばたくなら｣の活用
促進に向けた｢はぐく
み講座｣受講者数[累
計](人)

R2年度↗R1年度

+ 1

R2年度→R1年度

(達成率)

51.5 ① 100%以上
80

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

｢はばたくなら｣の活用率は､令和元年度から上昇傾向にあ
り､概ね目標どおりの進捗状況です｡

ﾎﾟｲﾝﾄ

戦略目標(KPI)

令和6年度までに奈良県版就学前教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｢は
ばたくなら｣活用率を80%にします｡ ↗

+ 19.8

R1年度

32.5

R6年度R3年度

(41.7%)

101.6%

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

こども･女性局

奈良っ子はぐくみ課長

坊 19 教育の振興

(97) 就学前教育の充実

R3年度

52.3

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

32.5

45.8
52.3

80.0

0

20

40

60

80

100

R1 R2 R3 R6
（目標）

奈良県版就学前教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

｢はばたくなら｣活用率

奈良っ子はぐくみ課調べ

(年度)

(%)

｜ 105 ｜



(注1)学校提案型加算…特色ある取組を学校が提案し､審査委員会で採択された場合に加算

(注2)政策推進加算…県が私学に求める項目について具体的な取組を実施した場合に加算

(注3)第2期教育振興大綱により取組内容が変わり､令和2年度以前とは比較が出来ないため､令和3年度の数値のみ記載

背景･要因等

令和2年度では新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響により中止し
ていた学校提案型加算(注1)の募集を令和3年度では行い
ました｡
いじめ防止対策､ICT活用計画の策定･実施やｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆ
ﾝｸﾞ等の取組が行われ､目標を達成しました｡

成
果

指標の動きの要因

KPI達成に向けた取組･成果

大綱に基づき､令和3年度より政策推進加算(注2)
項目を見直し､今後より私立学校に取り組んでい
ただきたい項目の追加等を行い､私立学校に対し
周知しました｡

取
組

令和3年3月に第2期教育振興大綱を策定しまし
た｡

5.6

令和6年度まで補助を活用した私学の優れた取組
事例件数について､1校当たり7.5件以上を目指し
ます｡

戦略目標(KPI)

R6年度R3年度

(100.0%)

110.5%R3年度

7.5

↗
+ 1.9

件

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

(達成率)

6.8 ① 100%以上
7.5

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

第2期奈良県教育振興大綱における令和3年度の取組件
数は目標値7.5件を達成しています｡

H28年度

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

教育振興課長

坊 19 教育の振興

(98) 私学の振興

令和3年度の優良事例集を配布し､事前に取組内
容の相談を受け付け､取組件数の増加を目指しま
す｡

KPI関連指標 指標の動き
いじめ基本方針の策定に加え､
生徒への周知､防止対策の実施
状況を点検する取組へ支援を行
いました｡

31

R3年度
いじめ防止対策等の
取組(注3)(件)

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

一層の取組件数
の増加のため､
私立学校への周
知を引き続き
行っていく必要
があります｡

政策推進加算項目の見直しを図った
ことや､周知時期等により､私立学校
によっては取り組むことが難しい面が
あったと考えられます｡

今年度の取組(～7月)

政策推進加算項目の周知の早期化
を図り､説明会等で新規の追加項目
等の周知を行いました｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

5.6

7.0 7.2

9.3
9.7

7.5 7.5 7.5 7.5

2

4

6

8

10

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
(目標)

R5
(目標)

R6
(目標)

1校当たりの補助を活用した私学の

優れた取組事例件数

教育振興課調べ

(年度)

(件)

第１期教育振興大綱

対象期間

第２期教育振興大綱

対象期間

｜ 106 ｜



進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

+ 112

H30年度

44

ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ研修受講
人数(H30年度は類似
の別研修)(人)

↗
544

人

↗

人人

R2年度
+ 66

156

R1年度 ↗ ICT活用をさらに図りたいという
学校が増加している背景があり
ます｡

478

R3年度
+ 322

先生応援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ受
講者数(R2年度より実
施)(人)

人

令和2年度は1人1台端末導入し
たことで多数の受講がありまし
た｡令和3年度は前年度に多数
の教職員が受講したため受講者
数は減少しました｡

R3年度

1,231

↘
▲ 3,967

R2年度

5,198

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

全国と比較すると下位の状態が続いていましたが､一気に
向上し令和2年度末の調査で全国平均以上まで上昇しま
した｡

全教職員がGoogle Workspace for Education を活
用して授業が行えるようになるために､ｵﾝﾗｲﾝ研修
である｢先生応援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ｣を令和2年10月から実
施しています｡

教育情報化を推進するﾘｰﾀﾞｰを育成するための
STEAM教育ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ(注)育成研修を令和元年
度から実施しています｡

背景･要因等

令和2年度末までに県内の小中学校で児童生徒用端末が
他県より早く整備されました｡さらにｺﾛﾅ禍の影響もあり､す
べての教職員が本格的に校務や授業等でICTの活用を始
めるため､積極的に研修を受講したことが要因です｡

成
果
①

指標の動き 指標の動きの要因

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

令和2年度は実質半年間でのべ5198名の参加が
あり､参加者満足度調査においては約90%から肯
定的な回答を得られました｡令和3年度はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
を精選したため､前年度より参加者は減ったものの
満足率は約95%を超えました｡

各学校でのICT活用の活性化を目指すため､ﾘｰ
ﾀﾞｰ育成研修講座の研修参加者が着実に増えて
います｡

取
組
②

KPI関連指標

取
組
①

(注)STEAM教育ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ…先進的､先導的な教育を推進している人材との交流や､施設や学校の視察等を行い､
Science,Technology,Engineering,Arts,Mathematicsという領域において､質の高い教育活動を実践･推進できる教員

+ 15.3
72.4 87.7

目標値

ﾎﾟｲﾝﾄ

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
(達成率)

83.7 ① 100%以上
90.0

(86.9%)

104.8%

戦略目標(KPI)

↗H23年度 R7年度R2年度R2年度

令和7年度までに教員のICT活用指導力(教材研
究･指導の準備･評価･校務などにICTを活用する
能力)を90.0%にします｡

基準値

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

教育委員会

教育研究所教育情報化推進部長

坊 19 教育の振興

(99) 教育ICTの推進

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

県立学校におい
て1人1台端末の
授業での効果的
な活用が求めら
れます｡

県立学校では学校の環境､教員の能
力や意識による差があります｡その上
で､｢令和の学び｣の実現を目指すこと
が求められています｡

今年度の取組(～7月)
電子黒板と指導用端末の活用につい
ての研修を夏期休業中に実施しまし
た｡

令和4年度は県立学校に電子黒板を1学年分配備
します｡今後､全学年に配備する予定です｡

県立学校に指導用端末を配備し授業等で活用す
るために､1人1台端末の活用事例の共有を図りま
す｡

78.1
79.7

80.9
82.1 83.2 84.0 84.8 86.2 86.7

86.3

72.4
(47位)

73.5
(47位)

74.5
(47位)

77.0
(47位)

79.8
(42位)

79.3
(47位)

80.3
(47位)

81.9
(44位)

83.1
(45位)

87.7
(16位)

90.0

65

70

75

80

85

90

95

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R7
（目標）

教員のICT活用指導力(教材研究･指導の準備･

評価･校務などにICTを活用する能力)

学校における教育の情報化の

実態等に関する調査(文部科学省)

(年度)

(%)

｜ 107 ｜



ﾎﾟｲﾝﾄ

ﾎﾟｲﾝﾄ

(注)令和2年度は未実施､令和3年度より調査項目が変更となったため､令和元年度までの数値を記載

今年度の取組(～7月)

令和3年度に定めた評価指標の進捗
状況の確認･分析作業を実施しまし
た｡

多岐にわたる第
2期奈良県教育
振興大綱に沿っ
た取組につい
て､推進状況を
把握できるような
効果的な検証が
必要です｡

｢奈良県総合教育会議｣において､知事と教育委員
会で評価指標に基づく検証や教育施策の課題の
解決策について協議を行います｡

｢奈良県教育ｻﾐｯﾄ｣において､県と市町村が教育
課題について情報等を共有し､協働して教育施策
を推進します｡

R6年度

全国
平均
以上

中
学
校

68.0
↗

74.6

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

ﾎﾟｲﾝﾄ

+ 0.0

規範意識の項目に肯
定的な回答をした児
童(小学生)の割合
(注)(%)

+ 6.6

ﾎﾟｲﾝﾄ

+ 4.3

背景･要因等

H25年度 R3年度
小
学
校

77.8
↗

93.0

82.1

奈良県教育が目指す方向性を｢本人
のための教育｣とし､一人ひとりの｢学
ぶ力｣｢生きる力｣をはぐくむ本人のた
めの教育を行う必要があります｡

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

教育振興課長

坊 19 教育の振興

(100) 第2期奈良県教育振興大綱の推進

H28年度

指標の動き

R1年度↗

｢学級の児童生徒の間で話し合う活動を通じて､自分の考
えを深めたり､広げたりすることができているか｣の肯定的
回答(小:76.8%､中:67.3%)が全国平均(小:78.8%､中:77.8%)と
比べて低いです｡他者との対話を通して､新たな学びを生
み出す｢対話型授業｣への質的転換を推進しています｡

成
果
①

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

全国学力･学習状況調査における学習意欲の項目に肯
定的な回答をした児童生徒の割合が､小学校､中学校とも
全国平均との差が大きくなっています｡

(達成率)

ﾎﾟｲﾝﾄ
93.6 93.6

自尊心･利他心をはぐくむ就学
前教育を推進しています｡

94.8

基準値

+ 1.8

ﾎﾟｲﾝﾄ

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

令和3年12月1日に､知事と教育委員会で教育政
策の課題の解決について協議を行う｢奈良県総合
教育会議｣を開催しました｡

戦略目標(KPI)

KPI関連指標

▲ 0.6

令和6年度までに学習意欲の項目に肯定的に回
答した児童(小学生)生徒(中学生)の割合を全国平
均以上にします｡

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

｢奈良県総合教育会議｣において､第2期奈良県教
育振興大綱の評価指標および目標を定めました｡

｢奈良県教育ｻﾐｯﾄ｣において､｢ﾎﾟｽﾄｺﾛﾅ期の新た
な学びの在り方について｣と題し､教育DXの推進
によるSTEAM教育や､県立青翔中学校･高等学校
における対話型授業を紹介し､意見交換を行いま
した｡

取
組
②

取
組
①

指標の動きの要因

H30年度↘H29年度→H28年度

令和4年1月28日に県と市町村が教育課題につい
て情報共有を行う｢奈良県教育ｻﾐｯﾄ｣を開催しまし
た｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

▲ 0.4
92.4

規範意識の項目に肯
定的な回答をした生
徒(中学生)の割合
(注)(%) 92.0

規範意識を高めるため自尊感
情とともに､他者や地域との関
わりを深める取組を進めていま
す｡

+ 2.0 + 0.2
94.2

ﾎﾟｲﾝﾄ
94.0

ﾎﾟｲﾝﾄ

R1年度↗H30年度↗H29年度↘

77.9

80.7
81.8

80.9 81.2
84.0 83.3

71.9
72.9

74.0
73.1 73.2

76.3 76.7
77.8
(30位)

80.1
(33位)

81.1
(32位)

80.4
(31位)

80.2
(36位)

84.3
(23位)

82.1
(42位)

68.0
(46位)

70.2
(43位)

71.1
(45位) 70.5

(46位)

70.9
(44位)

74.3
(44位)

74.6
(46位)

65

70

75

80

85

H25 H26 H27 H28 H29 R1 R3 R6
（目標）

学習意欲の項目に肯定的な回答をした

児童生徒の割合

全国（小学校） 全国（中学校）

奈良県（小学校） 奈良県（中学校）

全国学力･学習状況調査(文部科学省)

(年度)

(%)

目標

全国平均

以上

※H30,R2は

未実施
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戦略目標(KPI) 進捗状況及び取組･成果

令和5年度までに高等学校再編を完了し､魅力と活力ある
学校づくりを推進します｡

｢県立高等学校適正化実施計画｣に沿って､令和3年度は､
宇陀高校及び奈良南高校専攻科開校に向けての準備､
また､登美ケ丘高校及び平城高校の閉校に伴う業務を実
施しました｡

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

専攻科生徒の確
保が必要です｡

ｺﾛﾅ禍のため､参集型の入試説明会を
実施することができないことから､受験
生の確保が難しい状況です｡

今年度の取組(～7月)

周知のためのﾁﾗｼを作成し､配布をしま
した｡

ｵﾝﾗｲﾝによる説明会をはじめ､専攻科の魅力を､
様々な場面で発信します｡
また､高校生だけでなく､社会人や留学生に対しても
専攻科について広く周知します｡

数値目標が設定されていないﾃｰﾏ等の進捗状況､課題の明確化､今後の取組方針

坊 19 教育の振興
CC

教育委員会
ﾃｰﾏ (95) 県立高校教育の充実 高校の特色づくり推進課長

｜ 109 ｜



R6年度

120人程
度を維持

千人 (基準値未満)

令和6年度までに県立文化施設の来訪者数を1,905
千人にします｡

H28年度 ↘ R3年度 R3年度 52.7% R3年度

49.0
▲ 20.0

29.0 55.0 ③ 90%未満
55.0

ﾎﾟｲﾝﾄ (基準値未満)

H23年度 ↘ R3年度 R3年度 41.7% R6年度

1,344
▲ 603

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

H18年

5
▲ 3
位

741 1,775.5 ③ 90%未満
1,905

令和3年の芸術･文化を行う県民の割合は､平成28年と比
較して､1.5ﾎﾟｲﾝﾄ減少していますが､全国平均を上回り､全
国順位も5位を維持しています｡

背景･要因等

R3年

Ⅵ 智恵の「都」をつくる

文化･教育･くらし創造部

担当部局等坊

政策目標(KGI)達成に向けた進捗状況

実績値(a)基準値

↘

20

(達成率)

R3年

文化の振興

政策目標(KGI)

令和3年までに芸術･文化を行う県民の割合を全
国1位にします｡

目標値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

関連する戦略目標(KPI)の進捗状況

目標値
実績値(a)

進捗状況

全国1位2

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

質の高いｲﾍﾞﾝﾄを実施し､芸術文化への参加･鑑賞の機会
を確保できるよう様々な工夫を行っており､芸術･文化を
行う県民の割合は堅調に推移しています｡

(101)

(102) 文化観光推進事業･日本博事業への参加

基準値
ﾃｰﾏ

戦略目標(KPI)

令和3年度までに文化活動または文化鑑賞を行った
県民の割合を55.0%にします｡

文化の振興と文化振興条例

R5年度
令和5年度まで県民の生活に関する満足度におい
て､｢文化遺産や史跡が大事にされること｣の満足度
3.5ﾎﾟｲﾝﾄ以上を目指します｡

3.55
+ 0.02

3.57
ﾎﾟｲﾝﾄ

(103) 記紀万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのこれから
H23年度 ↗ R3年度

3.5ﾎﾟｲﾝﾄ
以上を維持

R6年度

3
+ 0

3
位

112
人

(105) 文化財防災対策の構築
H27年度 ↘ R3年度

令和6年度まで重要文化財指定件数全国3位を維持
します｡

(104) 文化財の保存と活用

令和6年度まで奈良県文化財防犯･防火･防災関係
者連絡会議の参加者数について毎年120人程度を
維持します｡

197
▲ 85

H28年度 → R3年度

全国3位
を維持

(106) 飛鳥･藤原の世界遺産登録

令和6年度の世界遺産登録を目指します｡

令和4年度の国内推薦の獲得を目標に､関係市村ととも
に推薦書(素案)のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ､資産範囲の検討､普及啓
発活動などを進めました｡

(107) なら歴史芸術文化村の活用策の検討
H23年度 ↗ R3年度 R5年度

令和5年度まで県民の生活に関する満足度におい
て､｢文化資産や史跡が大事にされること｣の満足度
3.5ﾎﾟｲﾝﾄ以上を目指します｡

3.55
+ 0.02

3.57
ﾎﾟｲﾝﾄ

3.5ﾎﾟｲﾝﾄ
以上を維持

2
(15.0%)

2
(13.0%)

5
(12.9%)

5
(11.4%)

1

2

3

4

5

6

7
H18 H23 H28 R3

芸術･文化を行う県民の割合の全国順位

(年)

(位)

社会生活基本調査(総務省)

｜ 110 ｜



(注1)県立ｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄﾗ…県立文化会館を拠点に活動

(注2)JNO…Japan National Orchestra(株)

戦略目標(KPI)

令和3年度までに文化活動または文化鑑賞を行っ
た県民の割合を55.0%にします｡ ↘

▲ 20.0

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

文化振興課長

坊 20 文化の振興

(101) 文化の振興と文化振興条例

(達成率)

55.0 ③ 90%未満
55.0

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

H28年度

49.0

R3年度R3年度

(基準値未満)

52.7%R3年度

29.0

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
令和元年度に54.1%となり､目標に向かい増加傾向にあり
ました｡しかし､令和2年度以降は減少傾向が続き､令和3年
度は令和2年度に比べ9.6ﾎﾟｲﾝﾄ減少し､目標値には届きま
せんでした｡

ﾎﾟｲﾝﾄ

+ 0
R3年度

指標の動きの要因

↗
35

指標の動き

令和元年度に催事数を充実して
以降､年間3回の開催を継続して
います｡

人

H30年度

39 40

結成10年目を迎え､認知度も高
まっており､令和3年度は令和2
年度に比べ2名増加しました｡

R3年度

37
+ 2
人

R2年度

人

↗

R1年度

ｺﾛﾅ禍にあっても文化活動･文化鑑賞が行えるよ
う､｢ﾑｼﾞｰｸﾌｪｽﾄなら｣や｢奈良県みんなでたのしむ
大芸術祭｣において､YouTubeによる動画配信を実
施しました｡

なら歴史芸術文化村の整備が完了し､令和4年3月
21日に開村しました｡

成
果
①

KPI関連指標

↘
▲ 5

県立ｼﾞｭﾆｱｵｰｹｽﾄﾗ
(注1)の団員数[累
計](人)

R1年度
+ 1

背景･要因等

令和元年度まで｢ﾑｼﾞｰｸﾌｪｽﾄなら｣の開催や県立美術館で
の特別展の開催に精力的に取り組んだことにより増加傾
向にありました｡しかし､令和2年度以降､新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感
染症拡大防止対策のため各種ｲﾍﾞﾝﾄを中止するなど､活動
制限を受けたことにより､減少傾向が続いています｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

+ 1
H30年度

2
県立美術館での特別
展開催数(催事)

↗
3 3

催事

→

催事催事

R2年度

3

→
+ 0

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

動画配信により､近畿圏以外の地域からの視聴等
もあったことから､これまで｢会場が遠かった｣､｢時
間がなかった｣という理由で参加できなかった方に
も参加する機会を提供することができました｡

ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄの開催等により賑わいを創出し､県
内外から多くの方に来館いただきました｡

取
組
②

取
組
①

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

県民の文化活
動･文化鑑賞を
促進するため､本
県の文化振興の
更なる充実を
図っていく必要
があります｡

来館者の声や､有識者等で構成するｺﾐｯｼｮﾝ会議
の意見を踏まえ､なら歴史芸術文化村のおもてな
し向上と､活用促進に取り組みます｡

JNOと連携し､県内の児童･生徒を対象とした楽器
指導､演奏会､交流を計画的に進めます｡

なら歴史芸術文化村のおもてなし向
上や活用促進､JNO(注2)との連携協
定(令和4年2月締結)に基づく具体的
な取組の推進が求められています｡

今年度の取組(～7月)

なら歴史芸術文化村を円滑に運営す
るとともに､JNOとの連携事業に着手
しました｡

49.0 49.6

45.0

54.1

38.6

29.0

25

30

35

40

45

50

55

60

H28 H29 H30 R1 R2 R3

文化活動または文化鑑賞を行った

県民の割合

県民ｱﾝｹｰﾄ調査

(年度)

(%)

｜ 111 ｜



↗
指標の動き

件
5

R3年度

10
+ 5 + 0

件

R2年度

10

→

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染症予防対策
を講じた上で､
様々な企画ｲﾍﾞﾝ
ﾄ等を実施し､多
くの方々に来場
いただける機会
を創出すること
が必要です｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大の影響に
より､文化施設の一時閉館や利用制
限などを行ったため令和元年から令
和2年にかけて来訪者数が減少しま
した｡令和3年は感染予防対策を講
じ､徐々に来訪者数も回復していま
す｡

文化観光推進事業においては､令和4年度以降も
いかす･なら地域計画に基づき､VR等ｺﾝﾃﾝﾂ制作
や施設の整備を進め､文化観光拠点施設である
県立文化施設の利便性･ｱﾒﾆﾃｨ向上といった機能
強化に取り組みます｡

県内外を含む多くの方々に県立文化施設に訪れ
ていただくため､一層の感染予防対策を講じます｡
また､歴史文化資源を活用した展示会や講演会等
を実施するとともに､ｵﾝﾗｲﾝを含む多様な情報発
信にも取り組みます｡

今年度の取組(～7月)
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大状況を考
慮しつつ､ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ対応も踏まえた
事業展開を検討しました｡

目安値(b)

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

文化資源活用課長

坊 20 文化の振興

(102) 文化観光推進事業･日本博事業への参加

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)

指標の動きの要因

目標値

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

ｷｬｯｼｭﾚｽ決済を導入することで､国内外からの施
設利用者の利便性が向上しました｡また､県立文
化施設の整備を行うことにより､満足度向上につ
なげることができました｡

聖徳太子没後1400年法隆寺特別公演を開催し､2
日間で1,004名の方々にご来場いただきました｡ま
た､高松塚古墳壁画発見50周年記念ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを
東京で開催し､276名の方にご参加いただきまし
た｡

取
組
②

(達成率)

1,775.5 ③ 90%未満

H23年度

1,344

戦略目標(KPI)
基準値

令和6年度までに県立文化施設の来訪者数を
1,905千人にします｡

千人

令和3年度の県立文化施設の来館者数は､基準値の
1,344千人から603千人減少していますが､令和2年度と比
較して233千人増加しています｡

日本博事業においては､聖徳太子没後1400年を
迎え､太子ゆかりの法隆寺において､奈良県ゆか
りの伝統芸能を披露する特別講演の開催などの
取組を実施しました｡また､高松塚古墳壁画の発
見50周年を迎えたことから､文化庁と連携し展覧
会やｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑなどの記念事業等を実施しました｡

背景･要因等

令和3年度は､来訪者の受入方法を工夫するなど新型ｺﾛ
ﾅｳｲﾙｽ感染症対策の徹底に努めました｡また､なら歴史
芸術文化村の開村や､橿原考古学研究所をﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟ
ﾝしました｡その他､日本博事業として芸能実演や講演会
等を､文化観光推進事業として県立文化施設の展示解説
の多言語化やWi-Fi整備等を実施しました｡

成
果
①

文化観光推進事業においては､県立文化施設のﾄ
ｲﾚのﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化､ｷｬｯｼｭﾚｽ決済導入を実施しまし
た｡また､万葉文化館におけるﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ整備､万
葉文化館をまわるﾂｱｰﾒﾆｭｰ開発に向けてのﾓﾆ
ﾀｰﾂｱｰを実施しました｡

1,905

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

KPI関連指標

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

R6年度R3年度

(基準値未満)

41.7%R3年度

741

取
組
①

日本博事業でのｲﾍﾞﾝ
ﾄ数(件)

R1年度

↘

歴史文化資源を活用した多様
な取組を進めるため､昨年度と
同程度の事業を展開しました｡

▲ 603

1,344

1,380

1,318

1,355

1,303

1,391

1,291
1,255

1,094

508

741

1,905

0

500

1,000

1,500

2,000

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6
（目標）

県立文化施設への来訪者数

文化資源活用課調べ

(年度)

(千人)

｜ 112 ｜



KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

▲ 3
1119

補助金を通じた歴史
文化資源を活用するｲ
ﾍﾞﾝﾄ実施団体への支
援数(件)

16
件

R1年度↘H30年度

KPI達成に向けた取組･成果

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信を行ったことにより会場の定員を大
きく上回る方々に視聴いただきました｡さらに､ｱｰｶ
ｲﾌﾞ配信によりｲﾍﾞﾝﾄ後においても継続して聖徳太
子に関する情報を発信することができました｡

取
組

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大防止の観点から､ﾘﾚｰ
講座などの集客ｲﾍﾞﾝﾄについては､客席の間隔を
空けるなど充分な感染対策を講じました｡また､ｲﾝ
ﾀｰﾈｯﾄ配信などにより､ｲﾍﾞﾝﾄ参加者以外にも広く
内容を伝えられる取組を行いました｡

成
果

引き続き､｢記紀･
万葉｣を中心とし
た歴史文化資源
の本質的価値の
理解につながる
取組を展開して
いく必要がありま
す｡

高い満足度が維持されていますが､
将来にわたりこの状態を維持するた
めには､既存の歴史ﾌｧﾝ層だけではな
く､幅広い年齢層の方々に奈良県の
歴史文化資源に関心を持っていただ
くことが必要です｡

今年度の取組(～7月)

今年度の歴史文化資源関連事業に
ついて､歴史文化資源の本質的価値
の理解につながるよう､また､若年層
を含めた幅広い世代の関心を得られ
るよう事業展開を検討しました｡

2022年は､壬申の乱1350年の節目の年であること
から､ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの主要ﾃｰﾏとして｢壬申の乱｣を取り
上げます｡幅広い層の方々に歴史を追体験してい
ただく取組として講演会､ｳｫｰｸｲﾍﾞﾝﾄ､ゆかり地を
巡る周遊ｲﾍﾞﾝﾄの実施など多様な企画により歴史
との対話を楽しんでいただける機会を創出します｡

R3年

件件
9

▲ 7 + 2

R2年

R3年度↗R2年度↘

指標の動きの要因

252,399

指標の動き

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大の影
響により､事業実施を見送る団
体が多い現状です｡

件
136,849 244,708

若年層に人気のｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰの起
用等､聖徳太子を幅広い世代に
PRした結果､多くの方々にｱｸｾｽ
いただきました｡

392,677
+ 140,278

件件

H30年 ↗ R1年 ↗

(達成率)
基準値

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

H23年度

3.55

R5年度R3年度

3.57

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

文化資源活用課長

坊 20 文化の振興

(103) 記紀万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのこれから

背景･要因等

令和3年は､なら記紀･万葉ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおいて､没後1400年
を迎えた聖徳太子と太子が活躍された時代を主要ﾃｰﾏと
しました｡太子にゆかりのある各地域と連携し､ﾘﾚｰ講座の
開催､ｴｸｽｶｰｼｮﾝの実施など､歴史文化資源の本質的価値
の理解につながる取組を積極的に行いました｡

3.5ﾎﾟｲﾝﾄ
以上を維持

戦略目標(KPI)
令和5年度まで県民の生活に関する満足度におい
て､｢文化遺産や史跡が大事にされること｣の満足
度3.5ﾎﾟｲﾝﾄ以上を目指します｡ ↗

+ 0.02

令和3年度の県民の生活に関する満足度は､基準値の
3.55ﾎﾟｲﾝﾄから0.02ﾎﾟｲﾝﾄ上昇しました｡基準年度である平
成23年度以降､目標値の3.50ﾎﾟｲﾝﾄ以上を維持していま
す｡

ﾎﾟｲﾝﾄ

KPI関連指標

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ｢記紀･万葉
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ｣のｱｸｾｽ数
(件)

↗
+ 7,691+ 107,859

2.86

2.89

2.89

2.92

2.90

2.93

2.97

2.96

2.96

2.97

3.01

3.55

3.57

3.53

3.53

3.52

3.58

3.55

3.51

3.57

3.51

3.57

3.50

2.5

3.0

3.5

4.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R5
（目標）

県民の生活に関する満足度

(文化遺産や史跡が大事にされること)

満足度平均

満足度 県民ｱﾝ ｰﾄ調査

(年度)

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

(注1)

(注2) (注1)5段階評価
(注2)県民の生活に関する満足度調査

における全項目の満足度の平均

｜ 113 ｜



新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響もありましたが､感染防止対
策を徹底した上で､参加を呼びかけたところ､結果的には
112人の参加を得て､会議を開催できました｡

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

令和3年度の奈良県文化財防犯･防火･防災関係者連絡
会議の参加者数は112人となり､目標を概ね達成し､順調
に推移しています｡

背景･要因等

目標値
令和6年度まで奈良県文化財防犯･防火･防災関
係者連絡会議の参加者数について毎年120人程
度を維持します｡

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

H27年度 ↘ R3年度

197
▲ 85

112
人

戦略目標(KPI)
基準値 実績値(a)

R6年度

(達成率)

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

434

R1年度 新たに､なら歴史芸術文化村で
の文化財の公開修理に対する
補助を実施しました｡

↘

指標の動きの要因

↗
568

件
+ 5

▲ 26 + 7
R3年度

415

令和6年度まで重要文化財指定件数全国3位を維
持します｡

+ 6
件

R2年度

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

奈良県文化財保護審議会への諮問･答申を経て､
令和3年度は新たに7件の指定を行いました｡

戦略目標(KPI)

R6年度R3年度

3

→
+ 0
位

H28年度

3

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

全国3位
を維持

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

文化･教育･くらし創造部

文化財保存課長

坊 20 文化の振興

(104)
(105)

文化財の保存と活用
文化財防災対策の構築

↗

▲ 3
H30年度

437
文化財保存事業費補
助金(予算)(百万円)

↘

百万円

↗

百万円百万円

R2年度

408

120人程
度を維持

指標の動き
新たに7件の指定を行った一
方､1件が国指定文化財となった
ため､6件の増加となりました｡

R3年度

574

取
組
①

県指定文化財件数
[累計](件)

重要文化財指定件数は全国3位を維持する目標を達成
し､順調に推移しています｡

重要文化財の指定候補となる県指定文化財につ
いて､調査･研究の上､指定の手続きを進めまし
た｡

指定された文化財を保存するための修理や防災
対策等を推進しました｡

背景･要因等

本県の文化財の価値が評価された結果､重要文化財が3
件増加し､全国3位を維持しています｡

成
果
①

進捗状況

令和3年度は､国･県指定文化財の保存修理､防
災関係機器の整備･点検及び史跡地の公有化等
に対する補助を実施しました｡

取
組
②

件

H30年度

557 563
+ 6
↗ R1年度

KPI関連指標

13,057 13,119 13,166 13,232 13,281 13,331

1,320
(3位)

1,324
(3位)

1,324
(3位)

1,327
(3位)

1,325
(3位)

1,328
(3位)

0
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（目標）

重要文化財指定件数［累計］

奈良県の文化財行政(奈良県)

(年度)

(件)

目標

全国３位

を維持

197
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103
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（目標）

文化財防犯･防火･防災関係者

連絡会議参加者数

文化財保存課調べ

(年度)

(件)

｜ 114 ｜



KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

まだ調査･研究さ
れていない文化
財が存在します｡
また､経年劣化
や災害等による
文化財の滅失･
毀損のおそれが
あります｡

文化財の指定には､その調査･研究
が必要です｡また､指定文化財の滅
失･毀損を防ぐためには､保存修理等
が必要です｡

今後､奈良県文化財保護審議会に指定文化財の
候補を諮問し､その答申を経た上で､指定の手続
きを進めます｡

引き続き､なら歴史芸術文化村での公開修理な
ど､指定文化財の保存修理等を進めます｡

今年度の取組(～7月)

指定候補となる文化財の調査･研究
と､指定文化財の保存修理等を進め
ました｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

｜ 115 ｜



KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

来村者との交流
を重視し､一人ひ
とりの感性や知
識､関心に寄り
添った自発的な
学びを支援する
取組を展開して
いく必要があり
ます｡

高い満足度が維持されていますが､
将来にわたりこの状態を維持するた
めには､｢『なぜ?』が芽生える｡『知る』
を楽しむ｡｣という文化村のﾃｰﾏにふさ
わしい事業展開が求められていま
す｡

今年度の取組(～7月)

文化財の修復公開･展示､学芸員に
よる解説､こども達を対象としたｱｰﾄ
体験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等を展開しています｡

文化財の修理工程の映像化やVR､AR映像等の
制作､県内学校への郷土教育の場としての活用
の働きかけなどの取組を行います｡

引き続き､歴史文化資源を活用した対話重視の体
験や､こども達の自尊心､利他心を養うことにつな
がる創作活動の場となる取組を積極的に展開し
ます｡

令和3年4月施行の奈良県文化振興条例において､なら歴
史芸術文化村を歴史文化資源の継承及び活用に関する
施策を推進する拠点として位置づけて､事業展開に取り
組んでいます｡
また､令和4年3月21日の開村に向けて､なら歴史芸術文
化村の活動理念についても幅広く発信しました｡

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

坊 20 文化の振興

(107) なら歴史芸術文化村の活用策の検討
文化･教育･くらし創造部理事

↗
+ 0.02

ﾎﾟｲﾝﾄ

件

目標値

KPI達成に向けた取組･成果

多様な主体と連携し､歴史文化資源の継承と活用
や文化活動の振興に関する拠点施設として活動
を開始しました｡

(達成率)
戦略目標(KPI)

3.5ﾎﾟｲﾝﾄ
以上を維持

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
令和5年度まで県民の生活に関する満足度にお
いて､｢文化遺産や史跡が大事にされること｣の満
足度3.5ﾎﾟｲﾝﾄ以上を目指します｡

背景･要因等

令和3年度の県民の生活に関する満足度は､基準値の
3.55ﾎﾟｲﾝﾄから0.02ﾎﾟｲﾝﾄ上昇しました｡基準年度である平
成23年度以降､目標値の3.50ﾎﾟｲﾝﾄ以上を維持していま
す｡

H23年度

3.55

R5年度R3年度

3.57

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

KPI関連指標 指標の動き

取
組

Facebook｢なら歴史芸
術文化村｣のｱｸｾｽ数
[累計](件)

令和4年3月21日なら歴史芸術文化村が開村しま
した｡文化財の修理公開､展示とともに歴史文化に
かかるｾﾐﾅｰや体験ｲﾍﾞﾝﾄなどを開催しました｡

成
果

令和4年3月21日開村前後にお
いてｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄや､各種ﾒ
ﾃﾞｨｱへの効果的なﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝを
行ったことにより､ｱｸｾｽ数が増
加しました｡

306,832

指標の動きの要因

9,310

R2年度 ↗ R3年度

+ 297,522

2.86 2.89 2.89 2.92 2.90 2.93 2.97 2.96 2.96 2.97 3.01

3.55 3.57 3.53 3.53 3.52
3.58 3.55 3.51 3.57

3.51
3.57

3.50

2.5

3.0

3.5

4.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R5
（目標）

県民の生活に関する満足度

(文化遺産や史跡が大事にされること)

満足度平均

満足度 県民ｱﾝ ｰﾄ調査

(年度)

(ﾎﾟｲﾝﾄ)

(注1)5段階評価
(注2)県民の生活に関する満足度調査

における全項目の満足度の平均

(注1)

(注2)
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戦略目標(KPI) 進捗状況及び取組･成果

令和6年度の世界遺産登録を目指します｡
令和4年度の国内推薦の獲得を目標に､関係市村ととも
に推薦書(素案)のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ､資産範囲の検討､普及啓
発活動などを進めました｡

KPI達成等に
向けた課題

数値目標が設定されていないﾃｰﾏ等の進捗状況､課題の明確化､今後の取組方針

坊 20 文化の振興
CC

文化･教育･くらし創造部
ﾃｰﾏ (106) 飛鳥･藤原の世界遺産登録 文化資源活用課長

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

令和7年度の世
界遺産登録のた
めには､令和5年
度に国内推薦候
補として選定さ
れる必要があり
ます｡

令和4年度の国内推薦候補選定が見送
られたため､登録までの最短ｽｹｼﾞｭｰﾙ
は1年送りとなり､国内推薦候補選定(令
和5年)､ｲｺﾓｽ現地調査､(令和6年)､世界
遺産委員会登録審議(令和7年)となりま
す｡

今年度の取組(～7月)

国内推薦候補選定にかかる書類を文
化庁に提出しました｡

政府からﾕﾈｽｺに提出する正式推薦書の作成準備
を進めていきます｡

世界遺産に必要な資産の保護措置の充実､資産の
価値を県民に向けてわかりやすく説明する取組など
を進めていきます｡

｜ 117 ｜



92

令和4年秋以降に仏像等海外展示の開催を目指し
ます。

(110) 奈良の仏像、文化財の海外展示のこれから
令和3年度は､中国･清華大学芸術博物館と協議の上､県
立橿原考古学研究所所管の考古資料を中心とする出陳
作品ﾘｽﾄ案を策定し､開催協定書案を作成しました｡

(108)

(109) 奈良県の国際交流の強化・拡大
R3年度 107.5% R6年度

60
+31

91 84.6 ①100%以上

目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

令和2年の海外との交流者数は前年より3,379千人減少
し､338千人となりました｡全国順位は前年より3位下がりま
したが､上位を維持しています｡

背景･要因等

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の世界的な蔓延による渡航制限に
伴い､全国的に海外との往来が大幅に減少しました｡

関連する戦略目標(KPI)の進捗状況

目標値
実績値(a)

進捗状況
基準値

ﾃｰﾏ
戦略目標(KPI)

532

R2年

Ⅵ 智恵の「都」をつくる

知事公室､
文化･教育･くらし創造部

担当部局等坊

政策目標(KGI)達成に向けた進捗状況

実績値(a)基準値

↘

21

(達成率)
目標値

目安値(b)

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

H24年

338
▲ 171

千人

海外との交流展開

政策目標(KGI)

奈良県における海外との交流者数(奈良県訪問外
客数及び奈良県からの出国者数)を増やします｡

進捗状況
進捗率(a/b)

交流者
数を

増やす509

540.6 ② （90～100%）
680

地方政府 (75.5%)

(96.9%)

令和6年度までに国際交流を行う地方政府等の数を
92機関にします。

H23年度 ↗ R3年度 R3年度
令和6年度までに東アジア地方政府会合における参
加地方政府数（累計）を680地方政府にします。

東アジア地方政府会合の充実発展

H23年度 ↗ R3年度

機関

98.4% R6年度

76
+456

509
(14位)

664
(11位)

860
(12位)

1,215
(13位)

1,844
(10位)

2,286
(10位)

2,788
(8位)

3,717
(7位)

338
(10位)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 （目標）

奈良県における海外との交流者数

(年)

(千人)

奈良県訪問外客数(推計)(ならの観光力向上課)

出入国管理統計(法務省)

目標

交流者数

増加

｜ 118 ｜



指標の動きの要因

↗
74

会員
+ 1 + 1

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

知事公室

国際課長

坊 21 海外との交流展開

(108) 東ｱｼﾞｱ地方政府会合の充実発展

令和6年度までに東ｱｼﾞｱ地方政府会合における参
加地方政府数(累計)を680地方政府にします｡

戦略目標(KPI)

↗H23年度 R6年度R3年度

地方政府

第12回以降の会合の主催に関心を示している会
員地方政府と積極的に意見交換を図り､海外開催
の実現に向けて取り組みました｡

背景･要因等

実務者等を対象とした｢経済産業分科会｣を奈良県ｺﾝﾍﾞﾝ
ｼｮﾝｾﾝﾀｰでの現地開催だけでなく､同時通訳を入れたｵﾝﾗ
ｲﾝ参加を併用することにより､国内外から51会員地方政府
及び特別会員等20機関の参加につながりました｡

成
果
①

76

(達成率)

540.6 ② （90～100%）
680

基準値

指標の動き

(75.5%)

98.4%R3年度

532

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
令和3年11月に奈良県で開催した東ｱｼﾞｱ地方政府会合｢
経済産業分科会｣に国内外の51会員地方政府が参加し､
参加地方政府数の累計は532となりました｡基準値である
平成23年度の76地方政府から456増加し､進捗率は98.4%
となっています｡

令和3年度の｢経済産業分科会｣は､第11回会合の
西ｼﾞｬﾜ州開催への機運を高めるため､同州と共催
し､会員以外の地方政府のｹﾞｽﾄ参加も積極的に呼
びかけ､会員の加入促進に向けて取り組みました｡

目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

｢経済産業分科会｣には､第11回会合の開催地で
あるｲﾝﾄﾞﾈｼｱからﾊﾞﾝﾄﾞﾝ市をはじめ16地方政府に
ｹﾞｽﾄ参加いただき､東ｱｼﾞｱ地方政府会合の取組に
理解をいただく機会となりました｡

第12回会合の中国･山東省臨沂市主催が決定し
たほか､第13回以降も海外の会員地方政府より主
催を希望いただいている状況です｡また､分科会に
ついても､令和4年度に中国･貴州省主催により開
催することが決定しました｡

件件
22

+ 0

KPI関連指標

↗

+ 456

取
組
①

↗東ｱｼﾞｱ地方政府会合
の会員地方政府数
[累計](会員)

R1年度

取
組
②

会員会員

H30年度

72 73

分科会にｹﾞｽﾄ参加した地方政
府等に会員への加入促進を行
いました｡

R3年度

75
+ 1

R2年度

H30年度

各国の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の状況
が依然として厳しく､対面による交流
が難しい状況です｡

今年度の取組(～7月)

ｵﾝﾗｲﾝを活用した｢分科会｣の開催を
はじめ､会員地方政府による学び合
いを継続し､交流の推進に取り組みま
した｡

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

+ 0
2

海外での開催件数(全
体会合及び分科
会)[累計](件)

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

会員地方政府の
交流を図る全体
会合について､2
年間開催が延期
されており､開催
できていないな
ど､対面での交
流の機会が制限
されています｡

｢分科会｣のｵﾝﾗｲﾝによる開催や動画ﾒｯｾｰｼﾞの交
換のほか､ｺﾛﾅ後を見据えながら､これまでの交流
による深いつながりを活かし､引き続き交流の推進
を図ります｡

第13回以降の会合の主催に意欲を示している地
方政府と協議し､海外での開催を推進するととも
に､国内外での情報発信に努め､さらなる会合の充
実･発展に取り組みます｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響に
より､第11回会合(西ｼﾞｬﾜ州開
催)が2年間延期され､横ばいと
なっています｡

+ 0

R3年度→R2年度→R1年度→

2
件

76
123

162
202

257
316

357
406

454 481
532

680

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6
（目標）

東ｱｼﾞｱ地方政府会合における

参加地方政府数［累計］

国際課調べ

(年度)

(地方政府)
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進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針

+ 1
H30年度

72

東ｱｼﾞｱ地方政府会合
の会員政府数[累
計](会員)

↗
73 75

会員

↗

会員会員

R2年度

74

↗
+ 1 + 1

R3年度R1年度

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

相互の往来がで
きていない状況
であり､対面での
交流の機会が制
限されています｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の状況が依然
として厳しく､海外の地方政府や団体
と相互に往来し､対面して交流を行う
ことが難しい状況です｡

今年度の取組(～7月)

令和4年9月の中国･清華大学芸術博
物館での展覧会開催や､BCC(ﾊﾞｽｸｶ
ﾘﾅﾘｰｾﾝﾀｰ)となら食と農の魅力創造
国際大学校(NAFIC)との協定締結に
向けて､WEB会議などを活用しながら
協議を進めました｡

ｺﾛﾅ禍においても､海外地方政府や清華大学､
BCC等の団体との協議を継続し､国際交流のさら
なる強化･拡大に努めます｡

対面による交流が困難な状況であっても､ｵﾝﾗｲﾝ
などを活用しながら､奈良県の歴史的･文化的特性
を活かした国際交流の推進に取り組みます｡

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

国際交流を行う地方政府等の数は令和2年度から2機関
増え､令和3年度には91機関となり､目安値を達成し､順調
に進捗しています｡

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

令和4年9月に､清華大学芸術博物館において､古
代中国と奈良を結ぶｱｼﾞｱ交流史をﾃｰﾏとした展覧
会を開催することが決定しました｡

県内で陝西省との友好提携10周年を記念したｼﾝ
ﾎﾟｼﾞｳﾑを開催し､150名の方々に来場いただいた
ほか､忠清南道で開催されたｲﾍﾞﾝﾄでﾌﾞｰｽ出展を
行うなど､両省道とのつながりや､これまでの交流
などを多くの方々に知っていただきました｡

取
組
②

取
組
①

→

令和元年8月に包括交流に関する覚書を締結した
中国清華大学とは､往来が難しい中､WEB会議な
どを活用し､奈良の歴史文化を活用した文化･芸術
分野での交流等､具体的な交流事業について協議
を進めました｡

中国陝西省･韓国忠清南道とは､知事の相互訪問
や次世代を担う青年の交流､文化財保護などの専
門分野での交流など､多様な交流を重ね､令和3年
で友好提携を締結してから10周年を迎えました｡

背景･要因等

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の感染拡大の影響により､海外との
往来が難しい状況下においても､ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ･ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ州
とｵﾝﾗｲﾝで友好提携を締結したほか､東ｱｼﾞｱ地方政府会
合への新規加入を促進するなど､新たな交流団体との連
携に取り組みました｡

成
果
①

KPI関連指標

→
+ 0

友好提携先海外地方
政府数[累計](件)

R1年度
指標の動きの要因

↗
3

指標の動き

分科会にｹﾞｽﾄ参加した地方政
府等に会員への加入促進を行
いました｡

(達成率)

84.6

件

H30年度

3 3
新たにｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ･ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ州と
友好提携を締結しました｡

R3年度

4
+ 1
件

R2年度

件
+ 0

基準値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

H23年度

60

戦略目標(KPI)

令和6年度までに国際交流を行う地方政府等の数
を92機関にします｡ ↗

+ 31

各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況

CC(ﾁｰﾌｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)

ﾃｰﾏ

知事公室

国際課長

坊 21 海外との交流展開

(109) 奈良県の国際交流の強化･拡大

① 100%以上
92

機関

R6年度R3年度

(96.9%)

107.5%R3年度

91

60

72 72 74
77 78 79 81

88 89
91 92

50

60

70

80

90

100

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R6
（目標）
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数値目標が設定されていないﾃｰﾏ等の進捗状況､課題の明確化､今後の取組方針

坊 21 海外との交流展開
CC

文化･教育･くらし創造部
ﾃｰﾏ (110) 奈良の仏像､文化財の海外展示のこれから 文化資源活用課長

戦略目標(KPI) 進捗状況及び取組･成果

令和4年秋以降に仏像等海外展示の開催を目指します｡
令和3年度は､中国･清華大学芸術博物館と協議の上､県
立橿原考古学研究所所管の考古資料を中心とする出陳
作品ﾘｽﾄ案を策定し､開催協定書案を作成しました｡

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

文化財の輸送計
画の立案や図録
制作など､令和4
年9月の開催に
向けた準備業務
に遅れが生じて
います｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に伴う渡航制限
により､開催館との協議や展示環境の
確認が困難であり､今後もこの難しい状
況が続くと予想されます｡

清華大学芸術博物館等と共同し､適切な人員配置と
ﾘﾓｰﾄ体制､展示環境を整え､文化財を安全に北京ま
で輸送・展示し､本展覧会の開催を実現します｡

ｵﾝﾗｲﾝを活用したｲﾍﾞﾝﾄを実施し､本展覧会のPRや
事後の成果報告を行い､奈良の歴史文化の魅力を
よりいっそう発信します｡

今年度の取組(～7月)

ｵﾝﾗｲﾝ会議等を活用して､清華大学芸
術博物館等と文化財の輸送・展示計
画、図録制作等を進めました｡

｜ 121 ｜
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